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学生時代の図書館の思い出
文学部特害教授藤木邦彦
崖|こも出かけ始めだ。中にも東洋文庫は高校以来
の大先輩石田幹之助先生が館長であられたから最
も気易く、まだ来館者も少くて極めて静寂なのが
気に入ってよく通っだ。静寂といえば、１年のと
きよく行った麻布の南葵文庫、これも昭和３年に
は東大図雪館|ご完全に吸収されてしまったか、も
の静かな図言館であった。
－万、東大の図書館は昭和４年に現在の本建築
か出来たか、翌年の卒業期をひかえて、見たいも
のは史料編蟇所の万か多く、図書館の方はあまり
利用出来なかったことを残念に思う。ただ、或る
0寺その入□で１友人に出会って、つい長話をして
いたところ、図書館の中央部はかなり上階まで吹
抜けになっていて、私たちの話声が暹力上階|こあ
る閲覧室まで問えたらしい。長い階段の上から１
人の学生が降りて来て、「静かにして下さい」と
たしなめられてしまった。まさかそんなに遠くま
で邪魔になっていようとは思ってもいなかったの
で、あわてて陳謝して退散したが、自分が読書し
ているときはあんなに静寂を求めていたのに、と
反省して、含思い出してもNUIかしくてならない。
失敗者かこんなことをいう資格はないのだが、や
はり図＝館閲覧室内外での雑音は、閲覧壱にとっ
て著しく神経に障るものである。お互い静粛をこ
そ、先ず何よりも大切にＩＤかけたいものと思う。
図書館は大学の中核である。それは自ら学ぶこ
とを本分とする学生にとって、大切な牙城ともい
うべきところであるからである。
ところで、私か東大の文学部国史学科に入学し
たのは昭和２年であつ)E･当8寺東大の建物は大正
12年の関東大震災で大部分か損壊･焼失して居り、
第１年目の講義は、その後急造されだ木造バラッ
クや、（菫かに残ってＷＥ医学部の|日教室で受けた
胄様だっだ。図書館も焼失して、焼残つだり寄贈
されたりした図書を同様木造の閲覧室で多少見る
ことか出来る程度だった。しかし、私共国史学科
の学生は、当0寺赤門を入ってすぐ右手にあった史
料編纂掛（ここも当時焼残りの|日医学部本部の建
物を仮用していた)内に置かれた国史の研究室で、
日掛所蔵の専門雪や古文書・影写本の類を日掛の
本務に差支えない限り見せて]貢いだことは、何よ
り幸いなことであった。同掛は翌３年赤門を入っ
てすぐ左手に立派な本建築か出来て移転し（さら
にその翌４年史料編臺所と改称して合日に及んで・
いるか)、私共は弓|続いて前述同様の恩恵に浴し
た。
このほか私は､一般図書を見るためには日比台．
大橋（九段の）などの市中の図書館を矛|｣用したか、
古代史専攻をきめてからは、宮城内の宮内省図書
寮や内閣文|車、または合も駒込に存在する東洋文
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意味で)、新問、年鑑、官公庁の官報･公報広報・
調宣報告・統計資料、大学・学会・協会・研究調
苣機関や各種の団体・会社などか刊行する紀要・
要覧・調査研究報告・事業報告・会議録・会報な
ど種々のものが含まれている。
Ｌ逐次刊行物とは何か
図書館では資料を単行本（図書）と、雑誌又は
逐次刊行物に２大区分しているところか多い。雑
誌あるいは逐次千|｣行物とはどのようなものか、図
書館業務を通して考えてみる。
雑誌(逐次刊行物）|こついてます＝えることは、
ａ終期を予定せすに発行されるもの、、一定の間
隔をおいて、継続発行されるもの、Ｑ論文が複数
ということである。用語辞典や、目録規則などで
定義づけは、いろいろされているか、『学術雑誌_
その管理と利用』（Ｂ本図書館協会刊p23)には、
「逐次刊行物」とは、同一の標題（Title）で、
終期を予定せず、継続する意図のもとに、各号
に付与された|||自序で排列できるよう|こ出版され
形態上にも均一性をもつ左分冊の千|｣行初。
「定期千|｣行物」とは、千|｣行の時間的間隔がほぼ
一定している逐次刊行物。
「雑誌」とは、一定の分野について、複数の執
筆者の思想、報告、創作などの知的生産物を、
編集者か整理して通常週１回から年２回の刊行
口数の逐次刊行物。
このようにまとめられている。一般白､には、逐次
刊行物＝雑誌のゆるい概念で言われている｡(ここ
でも以下、雑誌＝逐次刊行物として使用する）
Ｚ、雑誌のいろいろ
通．単行本と異なる特徴
（１）継続的に刊行されること
単行本は、ある主題|こついて、刊行するその0寺
までにまとめ左知識、あるいは'|胄報を提供するも
ので、継続的|こ'|胄報を提供するものではない。雑
誌は、一定の間隔をおいて、同じ主題分野に関す
る記事を、継続的に提供する構想のもと|こ刊行さ
れる。とは＝うものの１号だけ刊行して、後はさ
まざまな理由により千|｣行されなかった雑誌も多々
ある。まだ、継続刊行されてきたが現在は、既に
終刊となってしまった雑誌もある。継続すること
を意図していても、時には(木刊したり、再びそれ
か復刊したりすることもある。時代の変化や、ニ
ーズに応じて、別の雑誌として対等の立場で分離
することも、派生することも、逆に２話が統合さ
れることも、吸収されることもある。雑誌は生き
物だと＝われる所以である。
（２）内容に速報'|生があること
雑誌の記事は、新しい研究成果・ニュースなど
を速く知らせることを目的としている。断片的や
部分的であっても、最新の''１胄報を提供することが
使命である。それでは最新号だけか重要なものか
というとそうではなく、蓄積された資料も重要な
のである。単行本は、総合された'|胄報や、知識を
図書館の資料管理や、サービスの面を考慮して
区分けされるので、－定ではないが、実際に雑誌
の部類に整理されているものには、雑誌（狭義の
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読者に提(共することが多いので、速報性という点
では劣る。最近は、はじめ新閨や雑誌|こ発表した
ものを、あとで加筆してまとめ、単行本として出
版するというようなことが流行しているように思
う。
（３）多数の執筆者による
ほとんどの雑誌は、多数の執筆者による記事の
集合である。中には１冊１論文という雑誌もある
|こはある。単行本においても、複数の苦者|こよる
ものもあるがその多くは、分担しているのであっ
て、多数執筆者の記事の集合とは＝いがたい。も
っとも『○○論文集』などのように論文を集めた
単行本もある。
（４）形態が一様である
雑誌は同じタイトルで、大きさ、体裁も同一で
刊行される。単行本は、それぞれが異なった形態
をしているものが多い。
以上４つの特徴かあるが、実務上はこれらの特
徴や定義を考え合わせ、その図吉館に最適な方法
で区分けするのか良いと思う。
なに注意を払っていても、欠号は生じてしまう。
その場合できるだけ速く対応して、原物を手に入
れることか大切である。それでも品切れとなり入
手できない時は、コピーででも補充しておく。こ
のように一部分の欠号ではなく、所蔵はじめるま
での既刊号の全てというような、まとまった部分
を所蔵していない場合は、原物か既に発行元に無
かつ厄り、あったとしても高価であったりで入手
か難しい。予算やその他の事'|胃もあるだろうか、
理想としては、やはり揃えられるものなら創刊号
から所蔵することか望ましい。
（３）製本
雑誌の表紙は、ほとんどが紙製の装順なので、
頻繁に利用されているうち|こ傷みがひどくなる。
コピーをとる場合か多いと、背から割れたり、角
が折れ曲かつ左りする。まだ、いつの閂|こか紛失
してしまったりすることもある。これらのことを
防ぐだめ|こ、適当な厚さにまとめて厚表紙をつけ、
合冊製本する。コピーかとりにくくなるが、永く
資料を保存して、より多くの利用者|こ供すること
を考えると仕方かない。４。どのように整理されているか
５今終りに（１）選定
先|こ述べだよう|こ、雑誌には継続lli生があるので、
－度受け入れはじめると、それはよほどの理由か
無い限り、終刊するまで受け入れるのが普通であ
る。もちろん途中で受け入れを中止することはで
きるが、それではその雑誌の一部分のみ所蔵して
いることになり、利用する時|こは不|更を来す。従
って途中で止めることは滅多にしない。そうなる
とはじめにどんな雑誌を収集するのか選定するこ
とが重要となってくる。
（２）欠号
何度も述べるが、雑誌には継続''１生かあるので、
その整理上最も大切なことは、欠号を作らないこ
とである。書店を通じて、あるいは直接発行所へ
と、最初にきちんと手続きをしておいても、とん
以上雑誌について述べてみだ。雑誌はこのよう
な特徴かあり、このように留意して、図書館の整
理は行われていることを知った上で、雑誌をより
効率よく最大限に利用していただきたい。
現代は'|胄報化社会と＝われ、氾濫する''１吉報の中
にあって１大学図書館のみでは、用か足りなくな
ってきている。自館にない雑誌をどこの図書館か
所蔵しているか、すぐに判る『学術雑誌総合目録』
(紀伊国屋書店刊)が刊行され、図二館閏の相互協
力や、ネットワークシステムということも叫ばれ
ているこの頃、１図書館を利用すれば、全国の図
＝館を利用したと同じことになるのである。
）つ(ﾊﾟん６号「1983.1巾３
ゴわたしの研究生活第６回
心をもったことは
蓄積(メモ)すること
政経学部教授前田俊郎
|こ、深く複雑にして高度な専門的知識の人間へと
進化しつつある。すなわち、われわれ人間は、よ
るすやではなくなりつつあるのである。
１．よるずやになることはむずかしい
われわれ人間は、知恵と知識をもっている。と
ころが、知恵者であるから知識人だとはいわない
し、まだ、知識人かならすしも知恵者ではない。
つまり、この両者は直接的には関連しないのか通
常である。知識人でなくても、知恵はいくらでも
|動くもので、この両者を兼ね備えた人は、まさ|こ、
鬼に金棒ということになる。
われわれは、知らないことを知るだめ（学習す
るだめ）｜こ、あらゆる努力をしている。幼稚園に
はじまって、小学校･中学校・高等学校・大学と、
いわゆる教育の場を年月をついやして（歳をとり
ながら）歩むのも、その－つといえる。幼少時は、
脳細胞の絡みがほとんどないので、知っているこ
とも少ない。そこで、皇礎的学習からはじまって、
次第に高度化していく教育の場に役ぜられて、知
識の習得にはげむこと|こなる。このような、進学
|ごよる学習の成果は、顕著に効をそうし、高校の
なかばでは、その極に達して、その後半頃から、
専門分野への知識の選択をせまられることになる。
人間は、現在の、いかなるコンピュータにもまさ
る、140数億の細胞をもった脳をもっている。この
脳細胞の整理と体系化が進められることになるの
である。とく|こ、'|胄報化時代に突入した現在、わ
れわれ人間の記'|篇と判断能力は、その限界に達し
これをカバーするだめ|こ、コンピュータとともに
歩む生活に入りつつあり、広い墓礎的知識のうえ
２．知恵(知識)袋は、データの素'情報化と、その
収集・整理から
データ（資料）とは、われわれの周囲にある森
羅万象すべてである。渓谷の岩も、普通の人には
単なる石ころにすぎない。しかし、造園師にとっ
ては単なる石ころではなく、データであり、商品
でもある。すなわち、人間の周囲にあるものは、
すべてデータとなり得るものであるが、そのもの
か自己の目的と結びつかないために、意識しない
だけのことである。したがって、これらのものかぐ
ある目的と結合すると､その瞬間に価値か生まれ、
データはデータでなくなり、素'|胄報化することに
なる。しかし、この素'|胄報は、まだ知識(''１吉報)て
はなく、知識の素材にすぎないので、これをさら
に加工処理して〈最適に目的達成ができるような
'|胄報に、この素材を仕上げなければならない。こ
れかだめ|こ、関連素'|胄報を多数収集し、これを整
理し、さらに、コンピュータを駆使し左加工処理
を施こさなければならない。データバンク（ある
いは図書館やI|胄報センタ）は、あくまでデータの
収集場にすぎないのであって、このデータが素'|胄
報化するのは、人間の已的意識への結合がはたさ
れたときである。
４しよういれ１６号(1983.111
の他の素''１吉報に依存すること|こなる。日本の文献
を歴史的に収集し、分類整理した図＝館として、
もっとも利用しているのは国会図書館であるが、
身近かな学校の図書館でも＋分事足りる場合も多
い。この場合、文献などから抜すいしたものは矢
張り素'|胄報にすぎない｡この素'|胄報の出所など(表
題・出版社名・ページ数.行数など）は、常にメ
モしておく必要があり、とくに、これをそのまま
流用するときは、出所などを明示しなければ、そ
の著者|こ失礼なことになるし、まだ、諸問題をひ
きおこす原因ともなる。しかし、これらの素'|胄報
は、そのまま利用することは少なく、これを援用
し､他の素'|胃報を加えて新しい概念を創造するか、
これを(|多正し、自己の考えを交えて別な'|胄報に仕
上げるか、その他の加工処理の過程を経て、'|胄報
|こ｛士上げることになるのである。この蓄積'|胄報の
検索と、その加工処理の重要ｌｌＩ生は十分に考慮して
おくLI1要がある。
このように、知識（'|胄報）というものは、意識
しないと生れてこないものである。人間が、目で
見るもの、耳で聞くもの、舅で嗅ぐもの、□で味
わうもの､そして身体でさわって感ずるものなど、
いたるところに豊富なデータがころがっており、
その出番を待っているのである。このような素''１吉
報をでき得る限り豊富|こ収集整理し、適時適切に、
かつ、迅速TF確に'|胄報化できるよう|こしておくこ
とが、知恵（知識）袋保持のコツである。
３．目的達成のための'檮報の蓄積と検索
路傍の石もデータであるとはいえ、これをデー
タとしてとらえるか、貝すごすかの決定は、その
人の意識つまり何を求めるかの意思決定が必要
|こなってくる。最適な目的達成は、これに密着し
ている意思決定が大切な要素となっているか、そ
の意思決定に多くの'|胃報を必要とすることは申す
までもない。とくに、データから素'|胄報と化した
ものを、コンピュータを駆使して加工処理し、こ
れをいか'こ意思決定に貢献させるか、まだ、図書
館などの蓄積データから、いかに検索するかが大
きな仮れ路となってくる。
これは、私の場合の－方法であるか、ある目的
意識をもった瞬間に、その目的達成を、まず自己
の頭脳に蓄積（記'|篇）された知識（'|胄報）で達成
しようと努力がはじまる。しかし、その目的達成
|こは、ほど遠い不安を感じること|こなり、さらに
続いて､素''１胄報の収集整理にとりかかるのである。
これには、かねて、自分が関ｌＵをもったことをメ
モしたデータファイル目録に目をとおし、これら
のなかから関連''１生のある素|胄報を抽出し、これを
整理し検討する。このＩＦ業は、データファイルか
多いほど、新しいほど(古いものは捨てる)、豊富
な素''１吉報の収集整理が可能となるが、これでも、
まだまだ、最適な目的達成をはかるには'|胄報の不
足をきたすことになる。そこで、図書館などの文
献や統計誌・政府刊行物・雑誌・新問・写真・そ
４．成功の鍵を握るI|胃報化と知恵の働き
素'|胄報の'|胄報化は、素'|胄報が加工処理されて自
己のものとなる過程であり、まだ、知識('|胄報)の
牛|奉伺程ともいえる段階である。この過程を経て
完成した'|胄報か、目的達成を最適の方向に導く要
素となるものであり、まだ、エネルギーともなる
ものである。これかだめに、単なる素'|胄報の加工
処理|こ終らないようにコンピュータを使用した
り、予測などをも＋分とり入れて、高度な、密度
の高い'|胄報になるよう|こ、最大の努力が続けられ
なければならない｡このような加工処理過程には、
知恵の働きを活用することが大切である。すなわ
ち､高度にして密度の高い''１吉報|ご仕上げる方法を、
知恵をつかって考え抜くことである。
知っていることはまだ''１吉報ではない。その知っ
ていること（知識）が、人や組織体の、ある目的
達成|こ｛吏用されるべく(本系づけられたときに'|胄報
化と、価値を発揮すること|こなるのである。
しよういん６号｢198311）５
学生の本分は勉強である。と＝っても興味関ｌＵ
のある分野であればよいがそうでない時ｒやらね
ばならぬ｣と思いながらも怠けＩＤに負けてしまい、
なかなか勉強の体勢に入れないのか普通であろう。
そういう時、図書館はもってこいの勉強の場であ
る。囲まれた本、静けさからは適度な緊張感か得
なされるべきであるか、残念ながら冷房の設備か
ない。まだ調べものをする0寺などに感じられるか
机が狭い。１人分の机のスペースをもう少し広く
するべきではないだろうか。灰に、窓ガラスであ
るか、勉強に疲れ、ふと目をあげると、灰色の暗
い雰囲気。これでは疲れか増してしまう。ふと日
られる。勉強している人
からは､｢苦しんでいるの
は自分１人ではない。勉
強している人はこんなに
いるんだ」と励まされ、
刺激を受ける。解らない
部分をすぐ調べることか
でき、やる気の消失を防
いでくれる、など私にと
って非常に重要な場所で
ある。
しかし、１１１Aない１部の
をあげると透明の窓ガラ
スの向こうには緑の木か
茂っている。こういうの
はどうだろう。
夏のある日のこと、窓
が開いているだめ外がみ
える。地下にあるだめ人
の足か見える。運動部の
人である。その人は少し
かがんで「彼女｜真面目
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厄ね」と冷やかす。
図書館であるのだから、書物の充実はもちろん
のことであるか、雰囲気・設備などの環境もそれ
と同じぐらい菫さをおくべきだと思う。環境は人
に対し大きな影響力をもつ。環境の改善を願う。
あとは、利用する学生の質。これは私たち学生
１人１人がしっかりしなければならないことだ。
し、ｌＵな の学生によって、図書館の
もつ独特の雰囲気か壊されてしまうことがある。
これは学生に問題かあるのであって自分も含め気
をつけなければならないことである。
さて、このように学生にとって命と思われる図
書館の設備|こついて気づいた点についてあげてみ
る。'|央適|こ勉強するためには、気j昂湿度の調節が
レファレンス曇蕊灘っ左事例を紹介しましょう。
原氏は庶流から分れてた分家か多く苗字か別にあ
るかもしれないから、藤原では検出できないのか
も。そこて､名からも調べ左方かよいと考え『日本
史人名辞典』（歴鈩回書社）『日本人名辞典』（急文
閻）に当るが、やはり出てこない。次に『薑卑分
廊』（吉)||弘文館)で藤原氏の系図を調べると、罠
経は権大納言経房の孫であり、経房のところに、
、(号吉田"と注記かなされていだ。さかのぼってみ
質問藤原實経について知りたい。
回答貢経はふつうｕすけつれ〃と読むか、念の
だめに漢和辞典で名乗りの言lllを調べると、ただつ
れ・もとつね．やすつれ・よしつれ．よりつれと
も読むことかわかる。そこで、以下これを手掛り
に人:名事典・歴史事典・芸術事典・文学＝典等を
かたっぱしから見るか、どこにも出ていない。藤
６い卜.Ｊ､い,'６滝､1983.11
力、ヒト》うじ
ると出自は藤原北家勧||多寺流である｡『i曽補大日本
地名辞書」（富山房）で吉田家宅nｔの頂をみると、
~神楽岡麓、神龍院の門前を大納＝経房の|Ｂ跡とす。
経房は罰||多寺家|こして別業を此仁苣＜其日記を吉
記と日ふ、子孫世襲して吉田と=す（三眉|卿記大
曰本史)」とあった。苗字には官職名や地名を起源
とする例か多いか、恐らくはこれもそれであろう。
経房か吉田の地に別荘を建てたことから、地名を
もって代々＝い習わしてさだのである。吉田員経
を『大百科辞典』（平凡社）の索引でひくと、平家
物語の頂に「吉田資経は（平家物語の）原本を増
補して＋二巻とした人らしく」と初めて資経に触
れた文章が出てきた。平家物語という大きな手づ
るが見つかったので、ただちに『平家物語研究事
典｣(明治書院）をみると詳しく説明されていた。
学生受入希望図書リスト抄
同学会ミ曰本特殊教育学会発表論文集第１０□
同学会１９７２〔３７８．０４－Ｎ77〕
(犬貝>申散干字文詳解
香草社昭５０〔９２１．４２－Ｆ96〕
木本好イー他編朝野群載総索弓|(国雪索弓|叢千Ｍ）
国薑刊行会Ｂ召５７〔210Ｄ８８３－Ｋｉ３７〕
近藤康男チウネン孤立国の研究震文協
（近藤康男害ｲ乍集１）昭54〔611.08-|<○７３－１〕
/｣(宮武一農政への社会学的接近上震文協
（/｣'言武一fLJiｲ乍集4）昭５６〔６１１．０８－０２６－４〕
ライシャワー、Ｅ・○ザ･ジャパニーズ
文芸春秋１９８２〔３６１．６０２１－Ｒ25〕
高ｊｉ喬英郎他理エ系Ｎ－ＢＡＳｌＣプ□ワラムシー
ト１エレクトロニクス塁ワイジェスト
１９８２〔５４８．１６３－Ｒ41〕
細野敏夫電磁波工学の星礎
昭晁室Ｂ召５７〔４２７．８－Ｈ97〕
池田Ｉ室編秩父事|牛史料補巻
ｉ奇玉新冑社出版l＝昭５４〔210.635－○４２－６〕
井上0胄丸井上8言丸晉ｲ乍選集１～７
雄>室社１９７２～３〔６１１０８－１５７－１～7〕
著書からひとこと
有価証券法
法学部特害教授
青谷和夫千倉書房〔325.6-Ａ56〕
有価証券は、指図証券、無記名証券よりお
くれて発達した概念でありますか、その範囲
および概念が不明確のままそれぞれの法文に
とりいれられています。それは、有価証券制
度およびその法律上の指定のしか尼がまだ発
展途上にあるためとおもわれます。そこで、
これか統一白，概念につきましては、もっぱら
学説にゆだねられているのか現実の姿であり
ます。
本書は、育価証券法のこのような特異性|こ
かんがみ、先哲の学説・法令の推程をふりか
えりながら将来を展望しようとしたものであ
ります。
有価証券という「ことば」が初めて法典に
用いられたのは、1861年のドイツ|日商法典で
あるといわれています。わが国においては、
明治17年の□エースレル商法草案に初めて用
いられ、|日商法第４条にうけつがれています。
その後、多くの法令に使われていますが、育
価証券という用語は､|日商法当時はもちろん、
現在におきましても、その意義と範囲につい
ては、それぞれの法令の目的によって定めら
れておりまして、商取目|の実際において有価
証券として取り扱われている証券の観念より
も、あるいは狭く、あるいはひろく用いられ
ています。
q
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作家の内容見本は苦言の人柄を１方佛とするもの
が多い。友人や評論家の文章と共に読者の声もあ
り、年譜や少時から晩年に至るアルバムは捨る|こ
'|音しい゜カラー写真や原稿でもあれば、資料とし
ても豈菫だ。
『大漢和辞典』（大||多館)の内!否見本は座右におい
てよい程の出来映えであっだ｡編者の諸橋轍灰が、
不自由な身|本で－つの本にどれほどのlUmを注い
だかを知ることは、少壮の吉にとって大きな励み
になるであろうし、人生とは何かを考えさせられ
る。
出版物のパンフをあげます
図＝館へは出版社からたくさんのパンフ（内容
見本）が毎日送られてくる。それらは図書館で本
の選択に利用され、一部はレファレンス・ツール
として参考係の手元にファイルされるが、残った
膨大な舅は利用者|こさし上げている。展示台に積
み上げてあるから、ご利用いただきたい。
出版物の内!否見本は明治40年頃からはじまり、
昭和初期の、(円本時代/′|ご盛況したと＝われてい
る。店頭で見てご存知のように、意匠を)疑らした
華美のものが多く、眺めているだけで結構楽しい
か、無料で言えるだめにその価(直は案外見過ごさ
れているよう尼６
内容見本には、千|｣行の辞･推薦文・目次一舅･組
見本・実物写真等か載っている。これらによって
その本の全体像や特色・意図が簡単にわかるか、
もしそれか浩渤な資料集であつだり辞典の場合は
マニュアルの役目も果たすことができる。
双害の内容見本には総目次や解題がつけられる
ことが多いから、本冊の索弓|としてＩ目Uに置いてお
けば便利でmある。外箱には普通巻数しか表示され
ず、いつも探すのに苦労する。組見本の説明は､巻
頭の凡例よりも時とすると懇切でわかりやすい。
辞典は身近なだけに表面的な利用で済ましてしま
いがちだが、編集の労苦を知るに及んで、新しい
使い方も発見できるであろう。
リサイクルコーナーを設置
図＝館の一角に、ブッワケースのリサイクルコ
ーナーか設けてある。輸送上の|呆護のために、単
行本にはよくブックケースがつけられるが、図書
館では管理|こ支障か起るためと＝架スペースの節
約のために、通常は外してしまう。しかし、これ
をただ捨てるのは勿|本ないので、利用者|こ再活用
していただきたいのである。
ブッワケースが造られだのは、明治６年頃、堺
の納苦伊平が子供たちのだめ書物や筆・墨を入れ
る箱をつくったのが初めといわれ、当時はい紙函′′
と称していだ｡元来保護を目的としていたものか、
最近は装飾的色彩が強く、しゃれたデザインのも
のも多い。
ファイリンワ用品としてプッワケースに似た物
まで売られている時代である。図雪館でも書類の
整理等に使っているが、皆さんもパンフやノート
を区分したり、｜胄報カードを分類ファイルするの
に使ったらどうか。専門雑誌を収納すれば、製本
言を節約てさ、利用のさいはバラで使いやすいと
いうメリットがある。
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